


































































































































































































研究者（年代） 研究の概要 調査対象 学校の特性について
内藤ら（1986） 尺度作成












進学校 276 名（男子 146 名，女子 130 名）中堅校 269 名（男子 161 名，
女子108名）農業学科157名（男子48名，女子109名）商業学科184名（男






公立高校の 1，2 年生 211 名（1 年生男子 84 名，女子 86 名；2 年生男子
6 名，女子 35 名）
記述なし
谷井・上地（1994） 親役割行動との関連
公立高校の 2，3 年生 171 名（2 年生男子 22 名，女子 24 名；3 年生男子





公立高校の 1，2 年生 298 名（1 年生男子 101 名，女子 52 名，2 年生男
子 88 名，女子 57 名）
記述なし
天貝・杉原（1997） 信頼感との関連
公立高校の 2 年生 285 名
（男子 195 名，女子 90 名）
記述なし
高梨ら（1998） 出席状況との関連




54 校の 1 年生 1978 名，2 年生 1960 名，3 年生 1838 名，合計 5776 名（男




工業高校 1 校の 1 年生 320 名
（男子 268 名，女子 52 名）
記述なし
浅川ら（2001） 社会的スキルとの関連
公・私立高校の 2 年生 575 名






1 年生 133 名（男子 76 名，女子 57 名）
記述なし
浅川ら（2002） 尺度作成
公立高校 1 校の 2 年生 377 名
（男子 178 名，女子 199 名）
記述なし
苅間澤・河村（2003） 登校忌避感情との関連
公・私立高校 5 校の 1339 名














県立高校 1 校の 1 年生 119 名
（男子 74 名，女子 45 名）
教育困難校
永作・新井（2005） 進学動機との関連
公立高校 3 校の 1 年生 475 名
（男子 238 名，女子 236 名，不明 1 名）
進路多様校
大久保（2005） 学校間差との関連
進学校 420 名（男子 351 名，女子 69 名）
困難校 287 名（男子 79 名，女子 208 名）
合計 612 名（男子 431 名，女子 281）
進学校・困難校
大久保・加藤（2005） 尺度作成






公立高校 4 校の 1 年生 495 名






公立高校 1 校の 1 年生 300 名
（男子 104 名，女子 196 名）
記述なし
渡部（2010） 主張性 4 要件との関連
公立高校 1 校の 1 年生 78 名，2 年生 99 名
（男子 79 名，女子 98 名）
記述なし
河村・藤原（2010） 学校間差との関連
進学校 3 校 1 ～ 3 年生 1115 名
（男子 517 名，女子 598 名）
進路多様校 12 校 1 ～ 3 年生 3504 名
（男子 1641 名，女子 1863 名）
非進学校 7 校 1 ～ 3 年生 1360 名




公立高校 2 校 1 ～ 3 年生 701 名
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